
環境保全の取組を支える社会システム環境保全に取組む農山漁村

６．農林水産分野の有する環境保全機能を支える仕組みの構築

支払い
ウチでも
環境に貢献
できたよ！

企業等環境保全に取り
組んで来て良
かったよ！

環境保全型農業 クレジット

省エネ機器の導入

農 クレジット

○温室効果ガス排出削減に向けた農林漁業者と企業が一体と
なった取組や、経済界が中心となっている「生物多様性民間参
画パートナーシップ」への協力（農水省、経産省、環境省）

自然との

ふれあいっ
て楽しいね

付加価値

環境にいい

農作物なら買
おうかしら～

画 ナ ッ 」 協 （農水省、経産省、環境省）

都市住民等による保全活動

自然との
ふれあい

環境に
いい農産物

付加価値
を評価

森林認証材
農林漁業者等と都市住民等の連携による里地・
里山・里海の保全活動の推進コウノトリ米

生物多様性に配慮
した生産活動の推進

○消費者に対する普及・啓蒙活動等、生物多様性等に資す
○多様な主体の参加による里地・里山・里海の保全活動を促進
する法的枠組みの整備（農水省 国交省 環境省）

【実現しようとする姿】
環境保全機能を支える、市民・企業

る生産活動を推進（農水省、環境省）
する法的枠組みの整備（農水省、国交省、環境省）
○特徴的な取組の情報発信（農水省、国交省、環境省）

○ 豊かな二次的自然環境を有した里地・里山・里海の実現
○ 都市住民等が多く訪れ、都市と互いに支え合う、開かれた農山漁村の実現
○ グリーンツーリズムや環境便益への経済的支援による所得の向上 4,000件程度

等からの支援
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経験的に言われていること

７．医療、介護、福祉と食、農の連携

農林水産業・農山
漁村の癒し効果

農林水産物等の持つ
健康への効果

経験則から、科学的立証へ（エビデンスの蓄積）

・機能性に関する研究の情報提供（厚労省、農水省）
・生産現場に対する生薬の品質保持等に資する研究成果の提供、

医（福祉・介護を含む）
○健康チェック ○福祉 ○介護

品質安定化・作業省力化に必要な栽培技術の指導（厚労省、農水省）

先進事例・優良事
例の普及
（厚労省 農水省）

食
食事 食 摂

農

○農作業（身体活動）
ニーズ

健康チェック結果に
基づく食の提示

望ましい食による
生活の質の改善・向上

健康チェック結果に
基づく農作業の提示農に触れることによる

生活の質の改善・向上

（厚労省、農水省）

○食事（食品摂取）
→健康維持

○配食サービスの提供

○農作業（身体活動）
→健康維持・リハビリ

○食の素材の生産ニーズに応じた
食の素材の提供

【事例１（熊本県益城 ）】 【事例２（青森県青森市）】
・園芸福祉士・作業療法士などの専門家
を交えた、リハビリやセラピー作業を行
い、福祉施設利用者の健康増進を図る。

・農業者との協力によるブルーベリーの病
院食利用に向けた商品を開発中。

【事例１（熊本県益城町）】
・地域づくりに取り組むNPO法人が食堂と農園を
経営し、常駐の医師や栄養士の監修により、栄
養バランスの取れた食事提供のほか、ヘルスツー
リズム等健康増進のための事業を展開。食堂と農
園で計800万円の売上げ。

【事例２（青森県青森市）】

全国５００地区でモデル的な取り組み
【実現しようとする姿】

○ 「食」と「農」を基盤とした健康・長寿社会の構築

院食利用に向けた商品を開発中。 園 計 円 売 げ。
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８．全ての世代、様々な立場の人々が参加する「生涯食育社会」

あらゆる機会に食や農に触れ、考える社会
（「私」に合った食育を いつでもどこでも）

【実現しようとする姿】
（「私」に合った食育を、いつでもどこでも）

○地域の全ての人々が、「学ぶ人」

「教える人」「協力する人」

として食育に取り組む

他の地域

生産者

農林漁家・ＪＡ

食

○食育を通じて、

・食べ物を選択する力や食に関する知識
を身に付ける

農
業
体
験
・

農
家
民
宿

生産者

社会や理科等
栄養士

放課後教室

・我が国や自分が住む地域の農林水産

業の価値や資源としての可能性、歴史

や文化を知る
乳幼児

子ども 若 者
社会や理科等

でも食育

一人暮らし料理教室

調理師

福祉 給食
学校や

福祉施設の給食

放課後教室
放課後児童クラブ

家 庭家族
味覚の形成

・環境問題について知る

・人とのつながりを通じて心身が充実

する

乳幼児
大 人

食卓 らん・食卓で家族団らん・
しつけ

離乳食の教室等保健師

栄養士

学 校栄養教諭

教諭

朝食をしっかり
食べるダシなど ）

（素材本来の味、
ダシなど多彩な味覚）

など、生きる上での知識・力が身につくお年寄り母親･父親

定
年
退

の
経
験市民

学生

食

出
前
講

工
場
等

食
の
テ
ー
マ

郷土料理教室

社
員
派

見
学
受
け

商
品
開

全ての人々が健康で豊かな
生活を実現

人ひとりが食の将来ビジョン

退
職
者
等

験
・
知
恵

市民

ＮＰＯ

マ
パ
ー
ク

講
座

等
見
学

マ
パ
ー
ク

派
遣

け
入
れ

開
発

企業など地域コミュニティ大学など

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝ

一人ひとりが食の将来ビジョン
を実現するプレーヤーになり、
元気な地域を創る原動力となる

企業など域 ティ大学など

次期食育推進基本計画での生涯食育の推進や、地域一体となった食育の取組の推進
（内閣府、総務省、法務省、文科省、厚労省、農水省等） 8



９．「食」に関する将来ビジョンの実現に向けた国民運動の展開

食ビジョン実現国民運動

「食」とその礎となる「農」、そして「地域」の可能性を最大限引き出すためには、
政府のみならず、食や地域とともに毎日生きている私たち日本人一人ひとりのアクションが不可欠。

そして 食や農は各府省が展開する各種の国民運動とも深くかかわりを持つ要素そして、食や農は各府省が展開する各種の国民運動とも深くかかわりを持つ要素。

男女共同参画
【内閣府】

早寝早起き朝ごはん
【文科省】

健康日本２１
【厚労省】

ｲｸﾒﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
【厚労省】

ﾌｰﾄﾞ･ｱｸｼｮﾝ･ﾆｯﾎﾟﾝ めざましごはん 農林水産物・食品の 農山漁村の郷土料理百選
【農水省】 【農水省】 輸出促進【農水省】 【農水省】

ﾋﾞｼﾞｯﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ事業
【外務省、国交省】

ﾁｬﾚﾝｼﾞ25ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ「朝チャレ！」
【環境省】

など

○「朝」「健康」「食文化」「子ども」といった

視点から、様々な国民運動を連携して展開
相乗効果を発揮！

○政府の職員一人ひとりが率先して運動に参加
「組織」とともに国民一人ひとりが行動！

（まずは隗より始めよ！）

○地域ぐるみ 地産地消などを推進 国民 人ひとりが「農 を支える！○地域ぐるみでの地産地消などを推進 国民一人ひとりが「農」を支える！

国民一人ひとりの力で「食」に関する将来ビジョンを実現！
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１０．総合的な食料安全保障の確立

食料の安定供給上の様々なリスクに対処するための恒常的な取組食料の安定供給上の様々なリスクに対処するための恒常的な取組

○今日、グローバル化の進展、食品の生産流通過程の複雑化等により、農作物の作付けから食料が消費者の

口に届くまでのフードチェーンの各段階において、安定的な食料供給の確保を脅かす様々な不安要因が存在。口に届くまでのフ ドチ ンの各段階において、安定的な食料供給の確保を脅かす様々な不安要因が存在。

○国家の責務である国民への食料の安定供給を確保するため、各府省の連携の下、国内の生産面のみならず

流通・加工・消費面、国際面を含め食料の安定供給に影響を与える可能性のある様々な不安要因（リスク）に

どのようなリスクが

リスク特定

リスクの発生の可能性

リスク分析 リスク評価（※）

リスク評価に基づき

対応策

ついて、その分析・評価、対応策の検討・実施に恒常的に取り組む。

どのようなリスクが
存在しているか把握

リスクの発生の可能性
や影響を分析

リスクへの対処方針を決定
リスク評価に基づき
対応策を検討、実施

対応策の効果等を検証

モニタリング

※リスク評価・・・リスクを許容し保有する、リスクを許容できない場合にリスクを低減する（発生の可能性や影響を少なく
する）などの対応や、それらの対応の優先順位等の方針を決定。

国民への食料の安定供給を確保
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